
大阪の祭りとだんじり 澤井浩一（大阪歴史博物館）

住吉の歴史と二丈化を発見する学習会昭講の祭りとだんじり」

2014年2月22日　すみよし村ギャラリー

1．様々な大阪市内の祭り

十日戎、肺神事、ちょんな始め、どやどや、聖霊象御田植神事、夏祭（愛染祭・天神祭・住吉祭、せと

もの祭）、神島祭、一夜官女・御饗神事（宮窪行事）

大阪の夏祭り

太鼓鵬布団太鼓）、獅子舞、だんじり

だいがく、造り物

2．大阪市内でのだんじり曳行

夏祭り・秋祭り

江戸時代の天神祭　慶安2年（16亜）に「ねり物」の初見

安永9年（1780）に71台の宮入広硬緑

地陵集団と職業集団

杭全陣虻憂祭（平野郷夏まつり）甥在9台、かつては7台（七名家の支配との関係）

西淀川区に残る幕だんじり‥・かつての大阪のだんじりのスタイル？

愉挿絵（坐摩神社のだんじり）

大阪歴史博物館の御座船だんじり

止々呂岐比元帥：（讃神社・老松神社：住吉区沢之町）の秋季例大祭に、安立町（安立七丁目、後の安立

三丁目両町）の氏子が曳行

寛政年間に地車大工と船大工によって製作と伝承される。

3．祭りにおけるだんじりの位置

「山車」の一種‥・神醐椚臥中世以降の風流の流行で華美に櫛こより名地へ

※用語としては、山車は東京方言、全国的には「だんじり」

山・鉾・屋台としての分類で臥屋台（芸能に関わる）、山・鉾は主として依代

芸能‥・だんじり囁子∴獅子舞　南河内では俄も

→神霊を鎮送する歌舞

神阪行事一　博韓山（都市の文化）見られる、見せる

若中（青年組）の行事‥・喧嘩∴観衆とのやりとり

ハレの空間におけるエネルギーの昇華

ムラ・集団の結束…・高額な費用、規律



史料1　嘲名所図会」夏祭車楽嚇子

串楽は旧河内国誉田祭よりはじまりて今は尾州の津島祭にもありて船にてめそり囁し立る也、又熟牌こも

あり、其外諸州にあり、大坂の槻／囁糊を引そへ美諸を尽して生土の町々を囁しつれて牽めそるなり、こ

れ大坂名物の其1品なるへし

史料2　高津宮地単一1轍．札元治元年（『上知騒号（昭和10年7月）所収）
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